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秋田市松木台II遺跡の須恵器
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1はじめに 2須恵器

松木台II遺跡は欣Ill市h新城1I字松木台、

五i-rに位置する(1*11)o周辺にはり!(史跡

である末沢窯跡群、鳥形菰忠器を川Lしたｲj

馬之丞窯跡、秋Ill城跡の凡と一緒に焼成して

いる占城廻窯跡、人沢I窯跡、呑地II遺跡な

どがあり、これら窯跡群を包ｲI喝して新城窯跡

群と総称されている（表1)。新城窯n群の

出h資料の報Jlrとなると侍雌であるから、新

城窯伽群の規棋、操業期|川、変遷、T人柴団

に係る|川題についての見辿しがi'.fられないま
（1）

ま現在に至っている。筆占は秋Ill県立I'Y物館

において、占代史lXl係の雁,J〈を計|山iすること

となったのを機会に松木台Ⅱ遺跡の資料糖I'H

を始めることにしたのがｲﾐ仙併･のきっかけで

ある。

松木台II遺跡,T,I二の資料は、遺跡である｜曽

地を所有するﾉkm唆之助氏が保椅していたも

のであり、M氏のご好意によりMflI57年2

〃22日付けで秋H県立岬物館が所有するこ

ととなったものである。水筏料の内群は細紋

t器（晩期）・Mllj器・頭‘屯器などであるが、

これら遺物のlll土地点、IlIl:状態など,ri'紬は

不川である。

今後鋭意幣｣''1作紫を進めてゆく予定である

が、本稿では実測を終えた須恵器について速

紺として報fliするものである。したがって近

い将来全資料の幣I'l'作業と'jと柳|が'たrすれば

あらためて報告を川意することとしたい。

松木台11遺跡ill土の敏恵器には、杯．,高台

杯・蓋・'1擬・」を頚壷・鉢・’1，鉢・錐等の器

仰がある。うち杯・尚台杯・蓋・」を頚壷の一

部について実測をおこなった。

(1)杯(W3．¥)

底而の切り離しは0!艇へラ切りであり、休

部|<端の削り洲幣などI'l調幣はみられない。

火裸の痕跡をもつが、雌いもの（3）もある。

色jIは褐1k、I火''1，1火災、浅黄澄色が多い。

胎|:はIllく砂粒が目立つ。全体に雑な作り方

である。休部|ぐ端からk半にかけてくびれ、

外｣又気味に立lzがりながら、口縁部はまつす

ぐに伸びるか内反気味になるなどの特徴をも

^o(17．25)は体部|､端から口縁部までまっ

すぐ伸びるので他の杯と異なる。

25個体の杯を法量ji馴I皇に」,§づき計測を行っ

てみた(1*12)。計測した25個体の法量は、

||徒13.3～14.5cm(平均13.81cm)、底徒は7.

5～9.3cm(平均8.25cm)、器高2.75～4.14cm

（1近均3.39cm)であし)、底催指数0.552～O.6i

43（平均0.597）、高保術数19．9～28.8(平

均24.53）、外仙度21.9～39.8度（平均31.30

1災）である。｜叉'3．4は11係の大きい順に並

べてみたものである。法還からみると、11径

と庇径で人きな叢はないが、器高では（25）

が人きく、外倣度では(17．25)が小さい。

ｲ11対的にみれば(17．25)の形態が他と典な

るようにみえるが、’11－製作時におけるfrifk
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差なのか時間差なのかわからない。25111体の

なかに後述するへラ記号をもつものが21個体

ある。

(2),笥台杯(1*15)

Kifnの切り離しはI"I職へラ切りである。火

律をもつものはない。色i州はりく色である。胎

土は良質の粘tであるoM台杯は11係、身の

深さなどによっていくつかのタイプがある。

尚台の接合位'侭が底Il'llの外側に接する位mに

付されるものと若「'ﾉ､l側に入るもの（32）と

があるo8個体のうち、ヘラ,氾号をもつもの

が2m体ある。ヘラ^り.の有雌による成形、

m幣などのIll速はみられない。
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るが、他は雑な作り方ある。口径によって、

13cm代・14.6～15.6cm・16cm代と3グループ

に分けられる。

（4）長頚壷（図7）

（44．45）は首（口縁部）を肩にのせて接

合しているが、肩部の構成が2段か3段なの

かどうかは不|ﾘlである。（43）は3条の沈線

があり、胎土に3～5％の黒い斑点がみえる。

（3）蓋（図6）

ロクロからの切り離しは不|ﾘlであるがおそ

らく回転へラ切りであろう。火嘩をもつもの

はない。色調は灰、灰白色である。つまみは

ボタソ状ないし擬宝珠形のものである。天井

部は丸いものというよりも平坦なものが多い。

(41)は壷用の蓋であろう。胎土は砂粒を含

むo(43．41)は比較的ていねいな作りであ
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秋川t)松木台II世跡の弧忠器

（3）

報告されているのは秋IlllilT形ujiii亦群、南
（･I）

秋Ill部ｵ'『美町海と沢窯跡群だけであり、Xグ

ループの杯は手形山窯跡群・海老沢窯跡m-の

杯と形態、法量を異にすると判断できる。し

たがってXグループ土器群は県|ﾉ1窯跡盗料と

の相対的な位置付けの111で編年的位置を州認

するしかない。

Xグループとした杯の法量指数とI淵幣技法

は、八世紀段階の伝統を残しながらも既に製

Ml'lの小形化という法量縮小傾向、製作技法の

簡l略化が進んでいるようにみえる。枇乎紘地

の須恵器窯編年を参照すると、法吊:における

底托指数は郷士節窯土器段階に近く、外倣度
（51

は成沢窯土器段階に近い数値とわかった。こ

れらの所見から松木台II遺跡のXグループ土

器群の＃|対年代はおおよそ九Ili言紀lilj半の半ば

となろう。

Yグループの杯は共伴|塊|係が不lﾘlであり何

とも言えないが、Xグループの杯より年代的

に古い要素をもっているから八Ill紀代と思考

するが、詳細については今後の課胆としてお

きたい。

5おわりに

松木台II遺跡Ill1:とされる須恵器のうち、

xグループとしたへラ記号を含む’二器群の細

年的な位置について見通しを述べた。これを

秋Ill平野における須j恵器の編年（奈良．平安

時代）として、現在報告されている資料で組

み立てれば、手形Ill窯跡《群→松木台II遺跡x

グループ土器群→海老沢窯跡群という変遷と

なろう。

九世紀liif半のT-ばとした松木台II遺跡のx

グループ土器群の年代槻は所訟ｲ11対的なｲ1蔓代

にすぎない。幸いなことに秋田城跡の第54次
（6）

I洲査において高さ5mにおよ寡,',-代の恥枕暦

から木簡、年紀をもつ漆紙文言とともに大量

の須恵器・’帥器という’吾器群が発見されて

いるのであるから、へラ記号という特徴的な

須忠器が秋Ill城跡から出_|Zしているかどうか

確協するとともに、，祉述した年代が妥当なの

か検,{llすることが大-JVなことである。

本収ﾉ歳賓料の中に焼き台としてよいものが

2a'､li認められる。仮に焼き台とXグループの

上冊群が同遺構の''’'二であれば、水遺跡〈の

性|:各は生活の場（柴蕗遺跡）というよりも窯

跡（ﾉ|景産遺跡）のIﾘ能性が尚いと,思号される

が、(If-せて今後の課迦としたい。
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